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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
液晶表示器がバックライトユニットと前枠とに挟持されてなる液晶モジュールと、該液晶
モジュールが取付支持体を介して固定される筺体とを備えた液晶表示装置において、前記
バックライトユニットは、側面を形成する額縁状の側面枠と、該側面枠の前記液晶表示器
と反対側の開口部を覆う裏板と、前記側面枠に取り付けられたランプとを備え、前記側面
枠と前記前枠との間に断面が略L字状の上面枠を設け、前記前枠と前記上面枠と前記側面
枠とをネジ止めし、液晶モジュールを前記取付支持体に取付けた状態で前記裏板を前記側
面枠にネジ止めしたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
前記前枠は前記側面枠の側面を覆うと共に側面側に貫通穴を設け、前記取付支持体の前記
前枠の貫通穴に重なる部分に貫通穴を設け、前記前枠の貫通穴の前記側面枠側にボビン状
のナットを設け、前記取付支持体側からネジ止めし、前記裏板は、前記側面枠の側面の一
部を覆うように屈曲しており、前記ナットと重なる部分に切り欠きを設け、該切り欠きが
前記ナットに遊嵌することを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
側面側へ前記上面枠と前記側面枠との間に前記ナットが配置可能な空間を設けたことを特
徴とする請求項１又は２記載の液晶表示装置。
【請求項４】
前記取付支持部が筐体の側面をなすことを特徴とする請求項１～請求項３の何れかに記載
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の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、透過型、つまりバックライトを有した液晶表示装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
液晶表示装置にはバックライトをもつ透過型とバックライトをもたずに自然光や室内灯な
どの反射光を用いる反射型とがある。ここで、透過型のバックライトには直下方式やサイ
ドライト方式等がある。大画面の液晶表示装置は主に直下方式が採用されている。直下方
式バックライトは液晶パネルの真下に冷陰極管ランプを複数本並べて面光源化するもので
ある。
【０００３】
一方、サイドライト方式バックライトは、ランプとリフレクタを有するランプホルダから
なる集光部と光を導く導光部とから構成されている。集光部は点灯したランプの照射光を
効率良く一側面に出力するものである。また、導光部は集光部からの光を導光板の中へ全
反射させながら進行させて平面光源にし、また、一部の光を導光板の裏面にある白色ドッ
トパターンによって散乱させて平面光源として表面に取り出すものである。
【０００４】
ところで、ランプは長期の使用により寿命が尽きてしまう。その際、ランプの交換が必要
となるが、それには本体を分解して、ランプを収納しているバックライトユニット全体を
取り外さなければならない。これは直下方式及びサイドライト方式等の透過型の液晶表示
装置に共通する。
【０００５】
また、特許文献１では、液晶表示装置を構成する液晶パネルと、そのバックライト構造と
を積層した構造において、バックライトによる液晶パネルの突き上げが発生しないように
、その下フレームの形状構造、あるいは反射板の構造を改良したことによって、キーボー
ド操作あるいは他の外部衝撃に起因する液晶表示装置の実装部近傍において液晶パネルの
画面上に発生する波紋状の表示不良を抑制した液晶表示装置を提供している。
【０００６】
【特許文献１】
特開２００１－１１７０８４号公報
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、特許文献１の上フレーム（前枠）と下フレーム（バックライトユニット）
と補強部材（筐体）とはネジで固定されている。従って、ランプが切れて交換する際に、
下フレームを取り外すにはそのネジを外さなければならず、上フレームと補強部材までも
取り外すことになる。それによって液晶パネルも外れてしまい、再度組み立てるのに非常
に手間がかかる。
【０００８】
また、上フレームと下フレームと補強部材とを重ね合わせてネジ止めする際に、それらの
ネジ穴が一致せずにずれるおそれがある。
【０００９】
本発明は、上記の問題点に鑑み、前枠と筐体とを固定したままランプを取り外せる構造に
することにより、容易にランプ交換ができる液晶表示装置を提供することを目的とする。
また、前枠とバックライトユニットとが多少ずれても固定できる液晶表示装置を提供する
ことを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために本発明は、液晶表示器がバックライトユニットと前枠とに挟持
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されてなる液晶モジュールと、該液晶モジュールが取付支持体を介して固定される筺体と
を備えた液晶表示装置において、前記バックライトユニットは、側面を形成する額縁状の
側面枠と、該側面枠の前記液晶表示器と反対側の開口部を覆う裏板と、前記側面枠に取り
付けられたランプとを備え、前記側面枠と前記前枠との間に断面が略L字状の上面枠を設
け、前記前枠と前記上面枠と前記側面枠とをネジ止めし、液晶モジュールを前記取付支持
体に取付けた状態で前記裏板を前記側面枠にネジ止めしたことを特徴とするものである。
【００１１】
この構成により、前枠と筐体とを固定したまま裏板だけを外してランプを取り外せるので
、容易にランプ交換ができる。
【００１２】
また本発明は上記の液晶表示装置において、前枠は側面枠の側面を覆うと共に側面側に貫
通穴を設け、取付支持体の前枠の貫通穴に重なる部分に貫通穴を設け、前枠の貫通穴の側
面枠側にボビン状のナットを設け、取付支持体側からネジ止めし、裏板は、側面枠の側面
の一部を覆うように屈曲しており、ナットと重なる部分に切り欠きを設け、該切り欠きが
ナットに遊嵌することを特徴とする。
【００１３】
このように、裏板の切り欠きにボビン状のナットを遊嵌させているので、前枠とバックラ
イトユニットとが多少ずれても固定でき、組立て作業が容易になり、組立て時間が短縮さ
れる。
【００１４】
また上記の液晶表示装置において、前枠と側面枠とをネジ止めし、側面枠と裏板とをネジ
止めすることができる。
【００１５】
この構成により、前枠や筐体はネジ止めしたまま裏板のネジを外すと裏板だけが取り外せ
、容易にランプ交換ができる。
【００１６】
　また上記の液晶表示装置において、側面側へ上面枠と側面枠との間にナットが配置可能
な空間を設けるようにしてもよい。更に、前枠と上面枠と前記側面枠とをネジ止めし、側
面枠と裏板とをネジ止めしてもよい。
【００１７】
また上記の液晶表示装置において、取付支持部が筐体の側面をなすようにしてもよい。
【００１８】
【発明の実施の形態】
以下に本発明の実施形態について図面を参照して説明する。本発明は透過型の液晶表示装
置に適用できるが、本実施形態では直下方式バックライトを有する液晶表示装置を例に説
明する。
【００１９】
図１（ａ）は前枠の平面図、図１（ｂ）は前枠の側面図、図１（ｃ）は前枠の下面図、図
２は裏板の側面図、図３は図１のＡ－Ａ線断面図、図４は図１のＢ－Ｂ線断面図、図５は
図１のＣ－Ｃ線断面図、図６（ａ）はナットの側面図、図６（ｂ）はナットの平面図、図
７（ａ）は他のナットの側面図、図７（ｂ）は他のナットの平面図、図８は図３において
裏板を取り外した図である。
【００２０】
図１に示すように、液晶表示装置の前枠１１は略長方形の額縁状であって、液晶画面の大
きさに開口部１２が形成されている。そして、前枠１１は、額縁の外端部を背面側に折り
曲げた形状、つまり断面がＬ字状に成形されている。これにより、前枠は平面図で示され
る前面部１１ａと側面図で示される側面部１１ｂとを有することになる。なお、前枠１１
は金属成形や樹脂成形により一体成形することができる。
【００２１】
また、前枠１１には複数の貫通穴が形成されている。前面部１１ａには後述するバックラ
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イトユニットと固定するためのネジを通す貫通穴１１ｃ（図１では１２個）が形成され、
側面部１１ｂには後述する筐体と固定するためのネジを通す貫通穴１１ｄ（図１では１２
個）が形成されている。なお、貫通穴１１ｃ、１１ｄの形状は特に限定はなく、例えば円
形、長軸円形等とすることができる。
【００２２】
前枠１１はバックライトユニットに固定されるが、その際、前枠１１に対向してバックラ
イトユニットの底部となる裏板２０が設けられる。図２に示すように、裏板２０は端部を
曲げて、前枠１１と一部重なるように側面部２０ａが形成されている。そして、この側面
部２０ａの前枠１１の貫通穴１１ｄと重なる部分にはコ字状の切り欠き２０ｂが形成され
ている。また、裏板２０には後述する側面枠２２のネジ穴２２ｂに重なる部分に貫通穴２
０ｃ（図３参照）が形成されている。なお、裏板２０は金属成形や樹脂成形により一体成
形することができる。
【００２３】
図１のＡ－Ａ線断面における液晶表示装置１０の構成が図３に示される。液晶表示装置１
０は、液晶モジュール３０と、それを収納する筐体とを備えている。この筐体とは、例え
ば、ノート型パソコンや液晶モニターなどの外観を構成する樹脂ケースである。そして液
晶モジュールは取付支持体４０を介して筐体に固定される。なお、取付支持体４０は筐体
とは別体に設けてもよく、また筐体そのもの取付支持体４０を兼ねてもよい。液晶モジュ
ール３０は、バックライトユニット２１の前面に液晶表示器５０、前枠１１の順に配置し
、液晶表示器５０がバックライトユニット２１と前枠１１とに狭持されている。
【００２４】
バックライトユニット２１は、側面を形成する額縁状の側面枠２２と、側面枠２２の液晶
表示器５０と反対側の開口部を覆う脱着可能な裏板２０と、側面枠２２の液晶表示器５０
側の開口部を覆う透光性の補強板２３と、側面枠２２の液晶表示器５０側に設け、側面枠
２２との間で補強板２３を狭持し、前枠１１との間で液晶表示器５０を狭持する上面枠２
４と、側面枠２２に取り付けられたランプ２５とを備えている。
【００２５】
なお、裏板２０及び側面枠２２のランプ２５側には反射板（不図示）等を設け、光を有効
に利用することが望ましい。
【００２６】
側面枠２２の前面側には、前枠１１の貫通穴１１ｃに重なる部分にネジ穴２２ａを形成し
、側面枠２２の背面側には、裏板２０の貫通穴２０ｃに重なる部分にネジ穴２２ｂを形成
する。そして、ネジ６０によって側面枠２２と裏板２０とがネジ止めされる。なお、裏板
２０の固定手段はネジ６０に限定されることはなく、例えば、はめ込み式にしてもよい。
【００２７】
上面枠２４は側面枠２２の前面及び側面の一部を覆うような略Ｌ字状の額縁枠である。上
面枠２４には、前枠１１の貫通穴１１ｃ及び側面枠２２のネジ穴２２ｂに重なる部分に貫
通穴２４ａを形成する。そして、ネジ６１によって前枠１１と上面枠２４と側面枠２２と
がネジ止めされる。
【００２８】
なお、側面枠２２及び上面枠２４は金属成形や樹脂成形により一体成形することができる
。
【００２９】
補強板２３は、液晶表示器５０の撓みを防止する支持体であり、板厚が２～３ｍｍ程度で
アクリルやポリカーボネート等の透光性樹脂からなる。なお、補強板２３に表面加工して
光拡散機能を付加することもできる。
【００３０】
ランプ２５は、側面枠２２に取り付けられたランプ支持体２７（図４、５参照）と、ラン
プ２５の外周にはめ込まれたＯリング２６とで支持される。ランプ２５には、例えば冷陰
極管（蛍光）ランプを用いることができる。なお、ランプ支持体２７及びＯリング２６は
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、ランプ２５の破損を防ぐためゴム等の弾性体を用いることが好ましい。ランプ２５から
のリード線２５ａはランプ支持体２７及び側面枠２２を貫通し、裏板２０の背面側に導か
れる。
【００３１】
液晶表示器５０は、２枚の透明電極付きガラス基板の間に液晶を封入した液晶パネルと、
これらガラス基板の前背面に貼付された偏光板から構成される。
【００３２】
取付支持体４０の側面には、前枠１１の貫通穴１１ｄと重なる部分に貫通穴４０ａが形成
されている。また、裏板２０の切り欠き２０ｂには、ボビン状のナット６２を遊嵌させる
。そして、取付支持体４０の外側からネジ６３を挿入し、貫通穴４０ａ、１１ｄを通して
ナット６２で固定する。これにより、取付支持体４０と前枠１１とが固定される。前述の
ように前枠１１はバックライトユニット２１に固定されているので、即ち、液晶表示装置
１０が一体となる。
【００３３】
このように、裏板２０の切り欠きにナット６２を遊嵌させているので、前枠１１とバック
ライトユニット２１とが多少ずれても固定でき、組立て作業が容易になり、組立て時間が
短縮される。
【００３４】
ここで、ナット６２は図６や図７に示す形状とすることができる。図６のナット６２ａは
両側に円形のフランジを有し、裏板２０と接触する部分に直線部分を有している。この場
合、裏板２０の切り欠き２０ｂがナット６２ａに当接することで、ネジ脱着時にナット６
２ａが空回りすることを防止できる。また、図７のナット６２ｂは円形のフランジを平行
な直線で切り取ったフランジを両側に有している。この場合、フランジの直線部分が側面
枠２２や上面枠２４に当接するため、ネジ脱着時の空回りを防止できる。
【００３５】
以上のような構成の液晶表示装置１０におけるランプ２５の交換作業は、図８に示すよう
に、ネジ６０を外すと裏板２０だけが取り外せるので、容易にランプ交換ができる。この
とき、他のネジ６１、６３は緩める必要がない。
【００３６】
【発明の効果】
本発明によれば、バックライトユニットの裏板は側面枠に固定されているだけなので、前
枠や筐体はネジ止めしたまま裏板のネジを外すと裏板だけが取り外せ、容易にランプ交換
ができる。
【００３７】
また本発明によれば、裏板の切り欠きにボビン状のナットを遊嵌させているので、前枠と
バックライトユニットとが多少ずれても固定でき、組立て作業が容易になり、組立て時間
が短縮される。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の前枠の平面図（ａ）、側面図（ｂ）、下面図（ｃ）である。
【図２】本発明の裏板の側面図である。
【図３】図１のＡ－Ａ線断面図である。
【図４】図１のＢ－Ｂ線断面図である。
【図５】図１のＣ－Ｃ線断面図である。
【図６】本発明のナットの側面図（ａ）、平面図（ｂ）である。
【図７】本発明の他のナットの側面図（ａ）、平面図（ｂ）である。
【図８】図３において裏板を取り外した図である。
【符号の説明】
１０　　液晶表示装置
１１　　前枠
１１ｃ、１１ｄ、２０ｃ、２４ａ、４０ａ　　貫通穴
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１２　　開口部
２０　　裏板
２０ｂ　　切り欠き
２１　　バックライトユニット
２２　　側面枠
２３　　補強板
２４　　上面枠
２５　　ランプ
３０　　液晶モジュール
４０　　筐体
５０　　液晶表示器
６０、６１、６３　　ネジ
６２、６２ａ、６２ｂ　　ナット

【図１】

【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】

【図８】
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60的背板20，螺钉60覆盖侧框架22的与液晶显示器50相对的侧面上的开
口。在前框架11的通孔11d的侧框架22侧设置有线轴状螺母62，从安装
支撑体40侧用螺钉63固定，在背板20的与螺母62重叠的部分设有切口，
松散地安装在螺母62上。 点域
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